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家庭のゴミとして排出される使用済み食用油をバイオディーゼル燃料（BDF）に転換するためにグ
ラフト触媒を適用すると、従来の溶液触媒法により発生する大量のアルカリ廃液や洗浄廃液を大
幅に低減することができる。

バイオディーゼル燃料転換用触媒

シーズ全般の問い合わせ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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バイオディーゼル燃料転換用触媒

家庭のゴミとして排出される使用済み食用油をバイオディーゼル燃料（BDF）に転換
するためにグラフト触媒材料を適用すると、従来の溶液触媒法により発生する大量のア
ルカリ廃液や洗浄廃液を大幅に低減することができる。

 放射線グラフト重合により触媒機能を発現可能な官能基を繊維状高分子に固定化するこ
とで、再利用が可能となり、その都度大量のアルカリ廃液を排出する溶液触媒法に比較して、
環境負荷を大幅に低減することができる。



 グラフト触媒は高分子（固体）である利点から、再生処理が容易にでき、繰り返し利用が
できる。
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使用済み食用油 バイオディーゼル燃料グラフト触媒

使用済み食用油をグラフト触媒に通過（接触）させるだけでバイオディーゼル燃料（BDF)に
変換でき、触媒は再生可能。

官能基

官能基を触媒機能として利用放射線グラフト重合

計測技術含む

グラフト触媒の官能基を選定することにより、廃食用油に含まれるトリグリセリドと遊離脂肪酸
の全ての油脂成分を効率よく簡単にBDFに変換することができる。
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本シーズの問合せ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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